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１．はじめに 

 走行中の車両から情報を取得できる CAN

（Controller Area Network）ロガーの普及が進んで

いる．このデータはプローブデータ（CAN デー

タ）と呼ばれ，様々な分野で活用[1]が検討され

ている．特に，道路交通分野では，事故などで

発生する渋滞対策の研究[2]や事故に繋がるヒヤ

リ・ハット対策へ活用が考えられる．また，デ

ジタル道路地図（DRM：Digital Road Map）に含

まれる車線数，車道幅員，制限速度などの情報

とプローブデータを組み合わせることによって，

走行時の道路に関する情報提供も可能[3]になる．

さらに，道路の勾配を考慮することで自然渋滞

が発生する要因となるサグ部を見つけ出すこと

もできる．ただし，DRM では正確な高さ情報の

提供がノード地点[4]に限られている． 

 そこで，本研究では車両に搭載したスマート

フォンの GPS から位置情報を取得し，同時に

CAN ロガーから取得したエンジン回転数，車速，

スロットル開度やブレーキスイッチ状態などの

CAN データを組み合わせることで，DRM で提供

されていないノード間の高さ情報の推定を行う．

そして，任意地点の高さ情報を利用できる 3 次元

道路情報を生成する．また，サグ部の検出とヒ

ヤリ・ハット区間の検出も行う． 

２．研究の概要 

 本研究では，スマートフォンから取得した位

置情報と CANロガーの CANデータを用いて，道

路の高さ情報を推定し，3 次元道路情報を生成す

るシステムを開発する．また，同時にサグ部と

ヒヤリ・ハット地点の検出も行う．本システム

の概要を図 1に示す．入力データはスマートフォ

ンの GPS から取得した位置情報と CAN ロガーか

ら取得したエンジン回転数，車速，スロットル

開度，ブレーキスイッチ状態などの CAN データ

とする．出力データは検出したサグ部とヒヤ

リ・ハット地点の情報を付加した 3 次元道路情報

とする．本システムは，1）3 次元道路情報生成

機能，2）サグ部検出機能，3）ヒヤリ・ハット

地点検出機能により構成される． 

２．１ ３次元道路情報生成機能 

 本機能では，3 次元地理空間情報を取り扱うた

めに KML 形式で 3 次元道路情報を生成する．ま

ず，CAN ロガーから取得したエンジン回転数と

車速の比例関係が，走行時の平地と勾配で異な

ることから勾配度合の判定を行う．次に勾配が

継続した区間の走行距離と GPS から取得した区

間の始点と終点を結んだ移動距離を用いて，高

さ情報を算出する．これを GPS から取得した位

置情報と組み合わせることで高さ情報を含んだ 3

次元道路情報を生成する． 

２．２ サグ部検出機能 

 本機能では，3 次元道路情報生成機能で下り勾

配と上り勾配が連続していると判定された区間

に関して，スロットル開度が変化していないに

も係わらず車速が低下している区間をサグ部と

して検出する． 

２．３ ヒヤリ・ハット地点検出機能 

 本機能では，CAN ロガーから取得した CAN

データからブレーキが踏まれた地点を検出する．

その後，5 秒以内にブレーキスイッチが入る直前

の車速から 75％以上の減速が行われた場合，そ

の地点をヒヤリ・ハット地点として検出する． 

図 1 本システムの概要 
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３．実験と考察 

 本実験では，京都と大阪間の高速道路を含む

約 90 キロ間の走行データを用いた．事前実験で

は 50 回の平地区間走行時のデータを用いた．実

証実験では 1回の全区間走行時のデータを用いた． 

３．１ 事前実験 

 事前実験において，時速 10km ごとにエンジン

回転数と車速の比率（エンジン回転数/車速）の

平均を基準値（表 1）と定めた． 

３．２ ３次元道路情報生成機能の実証実験 

 本実験の各地点でのエンジン回転数と車速の

データから比率を算出し，基準値と比較するこ

とで平地走行か勾配走行かを判定した．また，

同等の車速において，平地走行よりもスロット

ル開度が高い区間を上り勾配，スロットル開度

が低い区間を下り勾配と推定した．この結果か

ら勾配変化点を推定し，その間の走行距離を求

めた．さらに，GPSから移動距離を求め，勾配変

化点間の高さの差を算出した．これらの情報と

道路構造令[5]を基に 3 次元道路情報を生成（図 2）

した．さらに，その 3 次元道路情報から DRM の

ノード地点と最も近い地点を比較し，算出した

高さの精度検証を行った．その差異が 3m 以下の

地点を正解（表 2）とした．実証実験の結果から，

スマートフォンと CAN ロガーから取得したデー

タを用いて，高さ情報を推定することができた．

その結果，3 次元道路情報を生成できることが分

かった． 

３．３ サグ部検出機能の実証実験 

 3 次元道路情報生成機能の処理過程で，下り勾

配と上り勾配が連続していると判定された区間

を検出した．さらに，下り勾配と上り勾配でス

ロットル開度が変化せずに車速が低下した場合，

その区間をサグ部として判別（図 3）した．さら

に，その区間が NEXCO 西日本の公開する渋滞多

発地点に含まれるかを検証（表 3）した． 

３．４ ヒヤリ・ハット地点検出機能の実証実験 

 3 次元道路情報生成機能の処理過程で，走行中

にブレーキが踏まれた地点を検出し，さらに，

その地点での車速が徐行（時速 10km）であるか

を判定した．徐行でないと判定された地点にお

いて，記録された時刻から 5秒以内に 75%以上の

減速が行われた場合，急ブレーキと判定し，ヒ

ヤリ・ハット地点として識別（図 4）した．  

４．おわりに 

 本研究では，スマートフォンから取得した位

置情報と CAN ロガーの CAN データを用いて

DRM に存在しないノード間の高さ情報の推定を

行うシステムを開発した．実証実験から本シス

テムの有用性について確認した．また，同様の

データからサグ部およびヒヤリ・ハット地点の

検出を行うことができた．今後は，高さ情報を

利用した更なるサービスへの展開や CAN データ

の利用方法についても検討する予定である． 
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表 1 使用する基準値 

 ～10km ～20km ～30km ～40km 

比率 114.77 60.61 43.17 31.93 

 ～50km ～60km ～70km ～80km 

比率 26.42 23.69 22.07 21.46 
 

(地図データ@2015 Google,ZENRIN) 
  図 3 サグ部の例（天王山トンネル手前） 

表 2 ノード地点検証結果 

 正解 不正解 

地点数 3176 6473 

 

(地図データ@2015 Google,ZENRIN) 

 図 4 ヒヤリ・ハット地点 

電話ボックスと

街路樹があるた

め見通しが悪い 

表 3 サグ部検証結果 

 抽出総数 渋滞多発地点に含まれた数 

区間数 70 40 

 

(地図データ@2015 Google,ZENRIN) 
  図 2 3次元道路情報（京都南 IC） 
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